
印
度
、
埃
及
轟
峡
殖
艮
地
等
は
本
國
亡
氣
候
を
異
に
・
し
て
居
る
か
ら
眞
の
領

土
、
こ
す
べ
鉦
・
も
の
で
な
い
、
博
ハ
各
國
の
・
囚
凱
を
見
ろ
9
、
〃
夕
く
は
覧
ハ
國
・
四
の
γ

北
、
こ
衛
亡
の
争
で
あ
ろ
が
、
之
も
魚
候
の
’
，
致
し
な
い
の
が
一
圃
で
あ
ろ
。

日
本
に
現
今
に
世
界
の
強
醸
中
唯
一
の
不
等
濡
國
で
あ
ろ
け
れ
．
、
こ
も
、
此
瞬

が
尉
北
に
膨
脹
し
れ
の
は
極
め
て
最
近
の
こ
¢
で
あ
っ
て
、
歴
奥
上
．
永
い
間

殆
ん
ご
同
緯
度
’
ト
あ
っ
れ
Q
叉
今
後
も
此
法
則
に
漏
れ
鳳
い
で
，
必
ず
東
漸

に
其
勢
力
を
延
ば
す
に
薫
ら
ん
、
現
に
此
國
民
は
西
口
朝
鮮
を
取
り
．
矢
盛
ん

に
満
洲
．
支
那
ド
鉾
を
重
げ
，
車
1
1
蝿
く
就
が
カ
リ
フ
戎
ル
ニ
ア
ま
で
同
展
し

つ
、
あ
り
。
此
満
洲
支
那
の
方
塩
へ
は
種
々
の
鱗
情
げ
ト
由
噂
充
分
に
延
び
ろ

こ
・
こ
が
萬
殖
な
い
か
も
知
れ
鎗
が
、
北
米
の
太
挙
洋
岸
の
如
き
は
“
山
人
の

侵
入
に
最
軋
都
合
の
好
い
土
地
で
あ
る
か
ら
、
大
い
に
警
戒
ず
べ
き
で
あ
る

一餌

X
，
ぐ
」
て
等
温
強
國
説
を
基
．
｝
・
・
し
て
口
本
の
二
進
の
恐
ろ
べ
き
を
孤
窪
し
て

居
る
。
壁
隣
此
種
の
闇
題
・
ぞ
取
級
へ
る
も
の
に
ゆ
μ
∩
2
属
哩
〇
一
Q
h
　
一
同
。
℃
ざ
㎝

及
び
脇
o
o
…
£
箋
。
回
舞
団
包
の
著
者
｝
澄
こ
琵
θ
冒
】
凱
議
氏
等
が
あ
ろ
、
氏
の
如

き
拭
本
論
曳
の
趣
旨
ご
は
塞
ろ
庶
反
劉
で
、
一
白
の
強
盛
に
一
に
熱
瀞
地
方

ヶ
領
有
寸
ろ
に
在
り
ご
ま
で
黛
つ
六
こ
、
・
」
が
あ
る
．
何
れ
も
肖
就
に
郷
合
の

よ
ゼ
や
う
な
例
謹
の
み
を
緊
げ
、
，
論
旨
も
柳
か
牽
強
の
嫌
が
め
り
て
、
全
く

首
肯
て
る
こ
ぐ
愚
μ
猷
來
な
い
が
、
此
等
を
相
…
醐
立
さ
ぜ
て
見
る
、
ご
興
味
が
な

い
で
も
な
ぞ
、
叉
ハ
ン
チ
ン
グ
ト
ン
ε
い
び
此
の
ハ
ル
バ
ー
ご
い
ひ
、
魚
候

ご
人
丈
の
關
題
に
a
本
を
…
封
象
、
こ
で
る
も
。
の
が
多
く
な
つ
れ
の
は
注
意
で
べ

斗
｝
こ
“
二
ぐ
あ
る
。
〔
珊
中
〕

f

第
二
巻
　
紹
介
　
麟

書

　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
㈱
古
蹟
調
査
之
栞
　
　
　
　
　
　
熊
二
三
教
育
曾

　
本
書
拭
昨
年
十
1
3
、
熊
へ
縣
敏
育
曾
が
、
同
量
に
於
て
史
蹴
調
禽
傑
存
の
事

歴飛

ﾉ
赫
有
手
鴨
し
つ
、
あ
る
を
機
ご
、
し
て
一
u
｝
般
に
更
…
甑
の
概
念
を
剛
ハ
へ
、
疏
へ
の
事

業
に
便
・
ト
ぜ
ん
が
欝
に
縣
の
三
蹟
調
資
委
蚊
諸
氏
匹
囑
耗
・
し
て
編
纂
窪
し
め

六
る
も
の
な
り
Q
ポ
ヶ
ソ
ト
形
百
八
十
四
頁
の
小
懇
子
な
う
が
．
第
一
章
石

器
騒
代
の
遮
物
遣
蹟
，
第
二
章
古
墳
り
形
式
ご
共
の
一
物
よ
り
、
一
般
填
墓

の
浩
革
、
葬
縫
の
攣
三
三
の
形
式
、
…
脚
鮭
ご
共
の
建
築
の
沿
準
．
古
寺
堂
，
佛

像
彫
刻
の
様
式
，
古
城
吐
等
の
遺
蹟
を
記
し
、
憩
話
傳
祝
の
解
纏
，
天
然
託
念

物
に
亘
る
諸
方
廊
の
概
論
ク
載
琶
，
叛
ほ
奮
末
に
に
十
赦
の
遺
蹟
寄
物
の
窩

醜
版
を
附
∵
し
て
本
文
、
こ
の
口
覆
に
供
へ
六
ろ
随
ろ
便
利
な
ろ
書
な
り
。
さ
て

是
等
記
事
の
寧
は
二
更
一
二
典
其
他
二
三
の
書
よ
り
一
二
ぜ
う
も
の
に
係
り

他
の
熱
分
に
就
て
も
事
項
に
俵
り
て
筆
者
を
異
に
煙
る
を
以
て
、
縛
羅
必
す

こ
も
一
な
ら
す
。
其
の
記
事
の
酷
き
ま
六
暮
門
的
見
地
よ
り
ぜ
ぼ
多
少
の
議

す
べ
き
あ
る
も
，
大
膿
探
捲
酎
列
り
當
を
惜
悔
蘇
に
買
例
芒
・
し
，
て
緊
げ
六
ろ
遺

蹟
慧
物
は
蕊
．
こ
し
て
縣
下
の
も
の
な
る
は
此
の
書
の
一
一
上
適
量
な
ろ
事
F

て
、
之
に
氏
一
り
本
蕾
り
目
瑚
R
允
分
達
妊
ら
る
べ
し
。
而
．
し
て
塾
の
n
同
居
に
最

も
多
雪
二
種
り
彫
刻
あ
る
古
墳
を
｛
卜
し
＼
記
し
て
、
之
を
翻
示
ぜ
る
は
一

般
研
究
看
に
、
こ
り
て
も
蝋
ハ
　
肱
を
惹
く
こ
、
こ
少
鳳
か
ら
ず
〇
六
ド
附
酬
幽
り
遺
物
．

の
或
物
が
正
確
を
鮫
け
る
は
此
の
書
の
麟
鮎
な
る
べ
き
か
。
近
年
我
三
布
府

縣
に
於
い
イ
、
典
賦
保
霧
の
調
査
の
行
は
る
～
所
少
な
か
ら
ざ
る
が
，
斯
ぐ
の

第
二
號

一
七
一
　
（
一
門
五
七
）



』
築
ご
巻
　
　
紹
　
介
　
　
三

歎醸IUt・

嬬
｝
“
乗
口
を
編
・
し
イ
、
先
．
つ
懸
畏
に
u
北
ハ
の
諏
槻
念
を
麗
人
へ
、
　
焦
ハ
の
卍
畢
業
ρ
・
根
本
一
的
・
ト

な
煙
ろ
は
他
に
例
を
囲
か
す
。
本
薔
は
此
の
方
面
よ
り
見
て
一
再
意
義
を
有

す
る
も
の
ミ
．
云
ふ
ベ
キ
・
な
り
G
倫
一
ほ
凹
此
の
激
u
儲
μ
罪
数
∬
㎝
な
み
も
聖
血
心
家
に
に

熊
本
縣
教
育
會
に
由
込
め
ば
實
費
を
以
て
分
興
ぜ
ら
る
べ
こ
ぐ
、
云
ふ
〔
梅
原
〕

　
　
　
　
　
　
　
⑨
雑
　
　
　
　
誌

　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
な
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
も

　
　
　
　
轡
五
箇
條
御
三
女
の
由
來
　
　
　
　
　
子
欝
　
金
子
堅
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
國
攣
院
縣
口
口
二
十
二
巷
二
二
一
三
載
）

徳
川
慶
警
大
政
を
返
潔
・
し
潔
り
〔
當
聴
、
子
欝
由
利
公
正
（
當
暗
、
一
「
．
岡
八
郎
）

は
王
政
維
氣
の
名
労
方
針
に
就
て
岩
倉
六
親
公
を
訪
問
し
れ
る
館
途
、
ふ
ミ
．

心
附
き
亡
ま
・
、
鼻
紙
に
筆
を
走
ら
ぜ
し
も
の
は
闘
五
箇
鎌
御
誓
甲
案
の
起

源
F
・
し
て
、
同
干
欝
死
後
．
朱
亡
八
の
示
さ
れ
至
る
三
徳
（
紙
入
）
中
よ
り
該

草
案
を
城
見
煙
り
。
そ
は
も
、
・
孫
議
事
当
意
大
意
し
こ
煎
記
し
て
、
一
庶
民
志

「
を
蓮
げ
人
心
を
し
て
倦
ま
ざ
ら
・
し
む
る
を
欲
ず
・
、
一
士
聖
心
を
一
げ
ト
・
し
て
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
学
長
を
行
ふ
を
要
す
、
　
一
智
漁
載
を
世
外
r
ド
求
め
廣
く
　
　
嶽
㌶
基
を
振
越
す
べ

・
し
。
三
景
士
期
限
を
以
て
国
歌
に
譲
る
べ
亡
．
一
萬
機
公
論
F
霞
む
私
に
論

ず
る
な
か
れ
の
五
箇
條
の
末
に
「
諸
侯
會
盟
之
御
趣
意
齎
等
潮
筋
ド
可
被
坤

出
雲
。
大
赦
の
事
　
　
一
列
侯
曾
盤
の
式
　
一
列
藩
巡
見
使
の
式
」
ご
誕
さ
れ
乳

る
も
の
な
り
・
し
を
，
由
利
チ
b
μ
更
に
編
阿
藤
次
局
（
即
子
爵
輻
岡
孝
悌
）
に
彦

正
を
依
頼
C
、
公
卿
の
反
劉
、
木
戸
孝
允
の
踏
歌
あ
り
て
，
終
に
慶
懸
四
年
三

月
十
四
欝
を
以
て
所
謂
五
箇
傑
御
誓
丈
の
蛋
表
夕
見
み
に
盗
れ
り
e
然
る
“

窮
二
號

一
七
二
　
（
三
五
八
〉

・
・
、
に
㌧
箸
口
へ
ろ
由
利
子
の
原
索
ハ
ビ
ド
就
イ
、
見
る
も
、
王
政
復
古
の
精
紳
、
こ
ほ
不

実
晦
胤
に
爪
↑
県
、
無
地
我
の
傾
向
を
含
有
ぜ
ろ
囎
“
想
を
劉
暗
め
怨
べ
・
し
、
　
而
・
し
で
、
且
ハ
田
心

想
の
源
流
に
就
！
㌧
は
私
見
を
以
て
で
う
に
、
横
非
牛
四
三
（
小
柚
4
の
所
部
を
・

戴
く
る
軋
の
な
る
一
、
・
し
、
蝉
騒
鄭
は
嘉
永
囚
籍
、
密
男
子
の
醐
越
前
に
至
り

郷
書
の
義
ク
鐸
く
ご
共
に
日
本
の
時
務
に
就
て
し
大
に
論
マ
ろ
所
め
り
・
し
か

其
準
講
矯
の
一
人
嚢
り
・
し
子
ぼ
其
所
訊
に
賊
子
で
る
所
あ
り
ィ
、
師
弟
の
約
を

結
べ
り
塾
　
一
一
…
四
目
ほ
蚊
ハ
4
9
慣
｝
日
一
聡
｛
剛
藩
に
静
蹄
d
り
・
し
も
、
　
越
佑
剛
侯
の
猟
心
望
に
「
よ

嚇
再
び
越
繭
に
來
嚇
て
政
治
上
の
顧
問
に
司
り
、
萬
延
元
年
越
藩
施
政
の
方

針
を
擾
定
ぜ
ん
が
爲
め
，
「
國
曇
鼠
想
を
期
し
六
り
C
が
、
其
｝
鮪
仁
墓
利

堅
に
於
て
は
、
華
盛
頓
以
來
三
大
規
模
を
立
て
、
　
一
は
天
地
間
の
惨
毒
殺
裁

に
回
忌
2
乳
る
は
な
き
故
天
意
に
獅
て
宇
囚
の
戦
争
や
．
息
ろ
を
以
て
務
ミ
〔
、

一
は
智
識
ウ
世
界
寓
國
に
重
て
治
敏
を
稗
盆
す
る
を
以
て
務
こ
こ
．
一
は
全

國
の
大
統
領
の
穂
柄
賢
に
」
誤
て
一
†
に
傳
へ
濡
す
7
　
鳳
々
ご
あ
る
は
「
傭
街
誠
を
世
界
β

に
求
め
」
の
章
ご
融
叩
似
・
し
「
英
吉
利
に
有
っ
て
ほ
、
政
髄
［
に
民
部
に
本
づ
㍉
、

官
の
行
ふ
露
は
大
小
、
こ
な
く
必
民
衆
に
護
り
（
千
客
》
出
即
日
好
（
宣
睦
講
和

の
事
）
も
亦
論
り
」
ご
あ
る
に
、
萬
機
公
論
に
降
す
書
い
ふ
御
寺
衣
の
紅
炉
ε

意
啄
を
害
し
う
す
。
小
楠
の
感
化
を
受
け
．
（
禰
に
私
淑
し
六
ろ
由
利
子
ば

必
ず
や
此
國
日
疋
三
田
醐
を
拙
発
破
・
し
必
罵
る
な
る
べ
く
、
然
ら
ば
m
同
㍗
す
草
案
の
章
幽
側

が
噺
徊
一
“
に
準
撫
…
苞
る
か
は
節
々
窺
知
・
し
得
べ
・
し
ミ
信
ず
O

　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
も

　
　
　
　
曇
天
　
鳥
　
船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
閃
庄
太
鄭
、


